『書譜』の注釈１ : 王羲之を典型とする四賢の優劣論について by 廣瀬 裕之




















































































































































































































  いったい（そもそも）昔から書のたいへん上手な者（名家）はいるが、とくに後漢と魏の時代に活躍した張芝と鍾繇が優れ、晋末の時代になると二王（王羲之と王献之）の書が巧みで言い表せないほど美し といわれている。
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  しかし張芝の精熟な書は、池の水がすっかり黒くなるほどの鍛錬を た結果による のである。もし私（王羲之）が張芝度を超すほどいそしんだ（猛練習のことをさす）とすれば必ずしも、しぼむ（引けを取る）こと ないと」この言葉は、張芝を推奨し 鍾繇よりまさっているという意味である。




















  その専門の書体を深く考えてみると、 （王羲之の各書体は）先人の規範（ここでは鍾張のこと）には まさってはいないが（長所を）拾い取っていて各書体に通じている。ゆえにその場の出来事（日常）で恥じる と ない。
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  謝安は素より手紙を得意とした。そして子敬（王献之）の書を軽く見ていた。子敬はかつ 上出来な書の手紙ができたのでこれを謝安に送っ きっと大事に保存しておいてくれるものだろうと。ところが謝安は、その手紙の後ろの空い いる部分に書いて返事を送っ き とても恨みに思っ という。謝安は、子敬に尋ねた。 「あなたの書 あなたの父・王羲之に比べて















































































































































































































































































と、王羲之のような諸体兼修 の差があるが） 、子敬が逸少に及ばないのは疑 無しである。




接筆のある文字に▼を付した。いきなり訓読から入るのではなく、ある程度 注目点（エキス）を紹介してから本文に入る方がいいのではないかと工夫してみた。 「巻下は？」 ・ 「作者の孫過庭について」などまだポイントとしたい語がたくさんあるが、頁数の関係上、これだけに留めた。高校生や大学生に難解な書論をどのように教えたらよいのか内容面の工夫を試みたが、まだまだである。ご批正頂きたくお願 申し上げます。参考文献・藤原楚水『註解名蹟碑帖大成』下巻
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